
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

   雪
せつ

害
がい

（只
ただ

見
み

町）  津
つ

波
なみ

災害（浪
なみ

江
え

町） 

 わたしたちが住んで

いる福島県では，どのよ

うな自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が起きて

きたのでしょうか。 
あおさんたちは，福島

ふくしま

県内
けんない

でこれまでに起き

た自然災害について，年表や地図を使って調べ，

気づいたことを話し合いました。 

「毎年，日本全国のどこかで自然災害が 

起きてニュースになるよね。」 

「山や海などの地形と自然災害は関
かん

係
けい

し 

ているのではないかな。」 

 県内のさまざまな自然災害 

① 福島県
ふくしまけん

で災害
さいがい

が起きた主な場所 

  自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

からくらしを守る 

自然災害 
ぼう風，ごう雨，こう

水，高潮
たかしお

，地
じ

震
しん

，津
つ

波
なみ

，

ふん火などのいじょう

な自然現象
げんしょう

によって引

き起こされる被
ひ

害
がい

のこ

と。 
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「福島県では，台風や大雨，大雪などさま

ざまな自然災害が起きているんだね。」 

「これらは，自然によって引き起こされ 

るものだから，いつ，どこで起きるかわか

らないよね。」 

「最近
さいきん

では，日本各地で大きな地
じ

震
しん

が続
つづ

いて起きているよね。わたしたちが生ま

れる前に，福島県でもとても大きな地震

があったと聞いたことがあるよ。」 

「学校のひなん訓練
くんれん

で，地震が起きたと

きのことを考えた訓練をしたよね。」 

 あおさんたちは，地震災害から人々
ひとびと

を守るた

めに，だれが，どのようなことをしているのか

調べることにしました。 

自然災害から

人々を守る活動

について，調べて

みよう。 

  地震災害（いわき市） 

 

  風水害（本
もと

宮
みや

市） 

 火山災害（猪
い

苗
なわ

代
しろ

町） 

年 主なできごと 

１８８８ 

(明治
め い じ

21) 
ばんだい山のふん火 

１９３８ 

（昭和
しょうわ

13） 
福島県東方

とうほう

沖
おき

地震
じ し ん

 

１９６０ 
（昭和 35） チリ地震による津波 

１９９８ 

(平成
へいせい

10) 
大雨による災害 

２００６ 
(平成 18) 大雪による災害 

２０１１ 
(平成 23) 東

ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

 

２０１９ 

(令和元
れいわがん

) 
東日本台風 

 

 ２１ 

② 福島県の主な自然災害に 

関
かん

する年表 



  
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つかむ 

  （１） 地
じ

震
しん

からくらしを守る 

 地震によって，どのよ

うなことが起きるか考

え，学習問題をつくりま

しょう。 

あおさんたちは，福島県
ふくしまけん

で以
い

前
ぜん

に起きた地震の

写真や資
し

料
りょう

などを見ながら，話し合いました。 

「福島県では，2011（平
へい

成
せい

23）年に起きた 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

をはじめ，令
れい

和
わ

に入ってからも大

きな地震が起きて，道路や建
たて

物
もの

，多くの家が

被
ひ

害
がい

を受けました。」 

「東日本大震災のときには，道路や建物がこ

われただけでなく，土
ど

砂
しゃ

くずれや津
つ

波
なみ

も起き

て被害が大きくなったそうだよ。」 

「福島第一原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

も津波で大きな被

害を受けて，今でもふるさとにもどれない人

たちがいると聞いたよ。」 

 地震が起きたら 

 ① 地
じ

震
しん

の被
ひ

害
がい

を受けた福島
ふくしま

学院
がくいん

大学 

原
げん

子
し

力
りょく

発電所
はつでんしょ

 
ウラン燃 料

ねんりょう

を利
り

用
よう

して，

発生させた熱
ねつ

で発電するし

設
せつ

のこと。発電のときに，地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

の一つであ

るといわれている二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出さないというよさが

あります。しかし，燃料や廃
はい

棄
き

物
ぶつ

のあつかいがむずかし

く，事故
じ こ

が起きると長く大き

な被害が出ます。 

福島市

 ② 地震で起きた土
ど

砂
しゃ

くずれ 
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③ 地震で被害を受けた道路  

④ そうさく活動を行う消
しょう

防
ぼう

団
だん

 

⑤ 原子力発電所に津波が

おしよせる様子 

「校庭にある白いポストのようなものは，

原子力発電所の事故
じ こ

の後からつけられたら

しいよ。」 

「被害を受けたときには，県や国からけい

さつや消
しょう

防
ぼう

，自
じ

衛
えい

隊
たい

が出動して，わたした

ちを支
し

えんしてくれるんだね。」 

「地震による被害をおさえるために，福島

県や福島市では，どのような対さくをして

いるのか調べてみたいな。」 

「県や市の対さくを調べるだけではなく，

わたしたちは，どのようなじゅんびをして

いればよいのかな。」 

「大きな災害の発生にそなえて，自分たち

にできることについても考えてみたいな。」 

地震が起きたときに

は，どのような対
たい

応
おう

が

とられ，県内の人たち

はどのような行動をし

てきたのかな。 

⑥ 校庭にあるモニタリン

グポスト 
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① 地
じ

震
しん

でこわれた家 

 地
じ

震
しん

とわたしたちのくらし 

あおさんたちは，大きな地震が起きると，わたし

たちのくらしはどうなるのかについて話し合いま

した。 

「家がこわれた人のために，体育館や公
こう

民
みん

館
かん

が

ひなん所になるんだね。」 

「せまいところでみんなが生活するから，たい

へんそうだね。」 

「道路が通れなくなると，助けが来るまでに時

間がかかってしまうよ。」 

「電気，ガス，水などのライフラインが使えな

くなってしまったら，どうしよう･･･。」 

大きな災
さい

害
がい

にそな

えて，どのような 協
きょう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

かな。 

② 地震の後に体育館に集まった人たち 

つかむ 

  学習問題 

地震からくらしを守るために，だれが，どのような

ことをしているのでしょうか。 

 地震によって，わたし

たちのくらしはどうな

るかを考え，学習問題を

つくりましょう。 
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ライフライン 
電気・ガス・水道な

ど，線や管
くだ

などで結
むす

ば

れた，生活に欠
か

かせな

い社会し設のこと。人

の動きや生活，物の流

れに欠
か

かせない交通も

うもライフラインの一

つです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調べること】 

○ 家や学校，地いきでは，どのようなじゅんびをしているか。 

○ 県庁や市役所，国の動きや協力体せいは，どのようになっているか。 

○ 福島市で予想される被
ひ

害
が い

の広がりは，どのようなものか。 

【調べ方】 

○ 家や学校でインタビューをする。 

○ 県庁や市役所のたんとうの人から話を聞いたり，メールや手紙でたずねた

りする。 

○ 国や県，市，地いきの対さくについて，本やホームページで調べる。 

【まとめ方】 

○ 地震からくらしを守るための取り組みについて調べたことを，カードにま

とめ，話し合ったことを，他の学年の友だちに発
は っ

信
し ん

する。 

あおさんたちは，「地震が起きる前と後」，「だれが」，「どのように」

に着目して，学習問題について予想しました。 

「県
けん

庁
ちょう

や市役所の人たちが注意をよびかけたり，『地震

が起きる前と後』の対さくについて考えたりしているので

はないかな。」 

「災害が『起きる前』はじゅんびが，『起きた後』は協
きょう

力
りょく

が大切ではないかな。」 

「地いきの人たちは，『地震が起きる前と後』の対さくに

ついて話し合いをしているのではないかな。」 

「けいさつや消
しょう

防
ぼう

，自
じ

衛
えい

隊
たい

などが協力しているのではな

いかな。」 

「県庁や市役所の人，わたしたちが住んでいる地いきの

人などから話を聞いてみたいな。」 
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あおさんたちは，自分たちの家庭で，地
じ

震
しん

にそな

えてどのようなことをしているか話し合いました。 

「地震が起きたときの行動について，家族で

かくにんしました。」 

「まずは，あわてずに，自分の身を守ることが

大切だよね。」 

「わたしの家では，高さがある家具には，転と

う防
ぼう

止
し

グッズをつけているよ。」 

「わたしの家では，ひなんに必
ひつ

要
よう

なものをふ

くろに入れてじゅんびしているよ。」 

「家族で話し合って，おたがいにれんらくが

できないときは，市のひなん所になっている

公園に集まることにしているよ。」 

「家庭での取り組みには差
さ

があるね。自
じ

助
じょ

の

取り組みは，これで十分なのかな。」 

 家庭や学校でそなえているもの 

家庭では，地震にそ

なえてどのようなこ

とをしているか話し

合おう。 

① 家具の転とう防
ぼう

止
し

グッズ 

調べる 
 家庭や学校では，地

じ

震
しん

にそなえて，どのような

取り組みをしているの

でしょうか。 

② さくらさんの家でそなえているもの 

自
じ

助
じょ

 
自分の命は自分で守

るということ。 
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③ きん急時に使う毛布
も う ふ

 ④ きん急時の食 料
しょくりょう

 

⑤ 転とう防止の金具 ⑥ ひなん所のひょうしき 

次に，あおさんたちは，学校では地震にそなえて，どのような取り

組みをしているか調べ，話し合いました。 

「わたしたちの学校では，ひなん訓
くん

練
れん

を１年間に２回行って

いるよね。」 

「放送があると，まず身を守り，安全をかくにんした後，決め

られた場所にひなんするよ。」 

  「学校は，地いきのひなん所になっているから，きん急時に使

う毛
もう

布
ふ

や 食
しょく

料
りょう

がじゅんびされているんだね。」 

  「転とう防
ぼう

止
し

の金具をつけているのは，家庭と同じだね。」  

  「福島市や福島県では，地震にそなえて，どのような対さくを

しているのかな。」 
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市では，地震などの災
さい

害
がい

が起きたと 

きにどのように対応するかなどを防
ぼう

災
さい

 

計画にまとめています。また，災害が起きたときの

ひなん所の場所などがわかりやすくまとめられて

いる防災ガイドも作
さく

成
せい

しています。災害が発生した

ときには，きん急速報
そくほう

メールや防災アプリなどの

方法
ほうほう

で，ひなんの仕方やひなん所のじょうほうなど

をできるだけ多くの人に伝えられるようにします。

市では，ひなんした方のために約 10 万食の非
ひ

常
じょう

食

と，毛
もう

布
ふ

などをじゅんびしています。 

 福島
ふ く し ま

市役所の浦
う ら

住
ずみ

さんの話 

あおさんたちは，市役所に行って，地
じ

震
しん

にそなえて

どのような取り組みをしているのか話を聞きました。  

市の取り組み 
調べる 

 福島市では，地
じ

震
しん

にそ

なえて，どのような取り

組みをしているのでし

ょうか。 

② 福島市防災ガイド ① 動画で学ぶ防災
ぼうさい

（「福島市防災学習館」より） 

防災
ぼうさい

計画 
地
じ

震
しん

などの災害
さいがい

が起

きたときに，どのよう

に対応
たいおう

するかをあらか

じめ決めているもので

す。救
きゅう

助
じょ

や消火，じょ

うほうの伝
でん

達
たつ

などをど

のようにするかや，住
じゅう

民
みん

のひなん場所などを

定めています。 

動画で学ぶ防災 
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「『道の駅ふくしま』には，災害が発生した

ときのために，水をためている地下タンク

があるそうだよ。」 

「その水をひなん所などで利
り

用
よう

するんだ

ね。ひなん所の中には，ペットといっしょに

すごせる所もあるみたいだよ。」 

「福島市では，毎年，防災訓
くん

練
れん

を行っている

みたいだよ。」 

「大きな地震の場合，県や自
じ

衛
えい

隊
たい

，けいさつ

や消
しょう

防
ぼう

とも連けいして対
たい

応
おう

するんだね。」 

「福島市では，災害にそなえてできること

や，災害が起きたときの行動についてまと

められた動画をつくっているそうだよ。」 

 次に，あおさんたちは，県では，どのような取り

組みが行われているのか調べることにしました。 

③ 道の駅ふくしまの地下タンク 

⑤ 土
ど

砂
しゃ

災害にそなえた 

防災訓練
くんれん

 

④ 大きな災害時の連けい図 

市では，毎年，総
そう

合
ごう

防

災訓練を行っています。

さいきんでは，２年連
れん

続
ぞく

で夜中に地震があった

ことから，夜間のひなん

の仕方について訓練で

きるよう，地元の会社の

方と 共
きょう

同
どう

で行っていま

す。 

市では，大きな

災害が発生した時

には，県や自
じ

衛
えい

隊
たい

，

けいさつや消防
しょうぼう

な

どと連けいしなが

ら，対応
たいおう

にあたっ

ています。 
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県の取り組み 

あおさんたちは，福島
ふくしま

県
けん

庁
ちょう

に行って，県では地
じ

震
しん

や津
つ

波
なみ

にそなえてどのような取り組みをして

いるのか，話を聞きました。 

調べる 
 県

けん

庁
ちょう

では，地
じ

震
しん

にそ

なえて，どのような取

り組みをしているので

しょうか。 

 福島県庁の丸
まる

山
やま

さんの話 

県では，大きな地震が発生したとき 

の津波対さくとして，ていぼうを高くしたり，川

に津波が流れこむことをふせぐ水門を整
せい

備
び

した

りするなどの取り組みをしています。また，災
さい

害
がい

時に市町村でたくわえている食
しょく

料
りょう

や飲
いん

料
りょう

水，

毛
もう

布
ふ

などが足りなくなったときのために，県でも

たくわえをしています。 

このような公
こう

助
じょ

の取り組みは大切ですが，ハザ

ードマップできけんな場所を確
かく

認
にん

しておくよう

呼びかけたり，地いきで行われる訓
くん

練
れん

を支
し

えんし

たりすることで，自分の命は自分で守ることや近

所の人が 協
きょう

力
りょく

して助け合うことの大切さも伝

えるようにしています。 

① 防
ぼう

災
さい

のためのイベント ② 防災クイズを使った学習会 

③ ていぼう（楢
なら

葉
は

町
まち

） 

④ 水門（いわき市） 

公
こう

助
じょ

 
国や都

と

道
どう

府
ふ

県
けん

，市（区）

町村やけいさつ，消
しょう

防
ぼう

などによるきゅう助や

えん助のこと。 
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あおさんたちは，丸山さんの話を聞いて，福島県

が地震や津波から命を守るために行っている取り

組みについて，話し合いました。 

「 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

で被
ひ

害
がい

を受けた経
けい

験
けん

をも

とに，ていぼうを高くしたり，水門を整備

したりしているんだね。」 

「福島市では，非
ひ

常
じょう

食や毛布をたくわえ

ていると聞いたけれど，福島県でも同じよ

うなそなえをしているんだね。」 

「『そなえるふくしまノート』や『マイ避
ひ

難
なん

ノート』などを使って，そなえることをよ

びかけているところもにているよね。」 

「公助の取り組みは大切だけど，自分の命

は自分で守ることや，近所の人どうしで協

力することも大切なんだね。」 

「わたしたちの町の町内会では，どのよう

な取り組みをしているのかな。」 

次に，あおさんたちは，自分たちの町の町内会で

は，どのような取り組みをしているのか，調べるこ

とにしました。 

⑤ そなえるふくしまノート 

 さまざまな災害に対してふ

だんから「そなえる」ことの大

切さや災害が起きたときの

「身を守ること」の大切さに

ついてまとめられたノート。 

⑥ ふくしまマイ避
ひ

難
なん

ノート 

ひなん行動をいざというと

きにすみやかに行うためにふ

だんから「マイひなん」を考え

ることができるよう，作
さく

成
せい

さ

れたノート。 
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福島市には，自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

という，災
さい

害
がい

のときに助

け合い，地いきの人々を守っていく組織があります。

あおさんたちは，自主防災組織では，どのような取り

組みをしているのか，地いきの人に話を聞きました。  

地いきの人々の取り組み 

わたしたちが住む地いきは，川にか 

こまれているため，大雨がとても心配です。 

災害が起きたときのために，自
じ

助
じょ

だけでなく，

地いきの人たちが支
ささ

え合う 共
きょう

助
じょ

を大切にしてい

ます。そのため，自主防災組織をつくり，役
やく

割
わり

を

分担
ぶんたん

しながら活動しています。地いきの会社とも

連けいをはかり，合同で訓
くん

練
れん

も行っています。

地震
じ し ん

が起きたときには，公園をひなん場所としま

す。公園には，トイレと水道があるほか，テント

やテーブル，いすなどが保
ほ

管
かん

されている倉
そう

庫
こ

もあ

り，ひなんしたときに使うことができます。 

調べる 
 地いきの人々は，地

じ

震
しん

にそなえて，どのよ

うな取り組みをしてい

るのでしょうか。 

自主防災組織 
地震などの災害

さいがい

が起き

たときに，地いきの住 民
じゅうみん

が「自分たちのまちは自分

たちで守る」という思いの

もと，自主的につくられる

組
そ

織
しき

のこと。地いき住民が

協 力
きょうりょく

することで，より大

きな力をはっきできます。 

① 自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

の集合訓練
くんれん

の様子 

 自主防災組織の山
やま

田
だ

さんの話 
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① 救
きゅう

出
しゅつ

救
きゅう

護
ご

部
ぶ

は，けが人の応
おう

急
きゅう

手当を行い，病院や救
きゅう

護
ご

所

に運びます。 

② 予備
よ び

消
しょう

火
か

部
ぶ

は，消
しょう

火
か

器
き

を使って 

初
しょ

期
き

消火をします。 

③ ひなんゆうどう部は，地いきの

人をひなん場所まですばやく，

安全に連
つ

れて行きます。 

④ 物
ぶっ

資
し

部は，たき出しを行った

り，食
しょく

料
りょう

品や飲
いん

料
りょう

水，生活用品

を配ったりします。 

⑤ じょうほう部は，被
ひ

害
がい

のじょう

きょうをはあくしたり，必
ひつ

要
よう

なじ

ょうほうを伝えたりします。 

② 自主防災組織の主な活動 

 自主防災組織は，部に分か

れてきん急時に活動します。 
「大きな災害が起きたときは，自分の身は

自分で守る自
じ

助
じょ

だけでなく，地いきで助け

合う，共助
きょうじょ

も大切なんだね。」 

「災害が起きたときに，だれが何をするの

か部ごとに役割が決まっているんだね。」 

「地いきの会社と合同で訓練をするなど，

連けいをはかっているそうだよ。」 

「地いきの人たちの自主的な取り組みも，

災害からくらしを守るために大切なことな

んだね。」 

共助
きょうじょ

 

近所の人がおたがい

に協力して助け合い，

地いきを守ること。 

自主防災組織は，なぜ

つくられたのかな。 
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まとめる 

 地震からくらしを守

るための，家庭や学校，

市や地いきの 住
じゅう

民
みん

の

取り組みについて，ま

とめましょう。 

 地
じ

震
しん

からくらしを守る取り組みをまとめる 

学習問題 

地震からくらしを守る

ために，だれがどのよう

なことをしているのでし

ょうか。 

ことば 

● 原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

 

● ライフライン 

● 自
じ

助
じょ

 

● 防
ぼう

災
さい

計
けい

画
かく

 

● 公
こう

助
じょ

 

● 自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

 

● 共
きょう

助
じょ

 

「まずは，自分の身は自分で守ること 

が大切だよね。」 

「自分の身を守った後は，ご近所どう 

しの助け合いがとても大切だよ。」 

「災
さい

害
がい

時には，ほかの地いきからボラ

ンティアの人たちが来ることもあるみ

たいだよ。」 

「きん急のときは，市や県，けいさつや

消
しょう

防
ぼう

が 協
きょう

力
りょく

して対
たい

応
おう

にあたっている

ことがわかったよね。」 

「市や県，地いきの人々は，さまざまな

そなえをしているけれど，ひとりひと

りの防災いしきを高めることが大切だ

ということもわかったよね。」 
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あおさんたちは，地震からくらしを守る取り

組みについて調べたことをふり返り，学習問題

について考えたことをカードにまとめることに

しました。   

自分や家，学校，市や

県，地いきの取り組みに

ついて，考えたことや気

づいたことを話し合って

みよう。 



自分の身は自分で守る 

・落ち着いて行動する 

・つくえやテーブルの下にもぐる 

・ひなんリュックを用意する 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

学校や地いきで助け合う 

・ご近所づきあいを大切に 

・ひなん訓
くん

練
れん

を行う 

・きん急の 食
しょく

料
りょう

や水，毛
もう

布
ふ

などをじ

ゅんびしておく 

・ 

・ 

ほかの地いきとの助け合い 

・ボランティア活動の推
すい

進
しん

 

・ボランティア活動の受け入れ 

・募
ぼ

金
きん

活動 

・助け合い活動 

・ 

・ 

市や県，国などによる助け 

・防災計画の作成
さくせい

・周知
しゅうち

 

・自助・共助のしえん 

・防災訓練やイベントのじっし 

・ 

・ 

・ 

  「自
じ

助
じょ

については，ふだんから家族で話し合って

おくことが大切だね。」 

「共
きょう

助
じょ

については，ご近所にどのような人たちが

住んでいるか知っておく必
ひつ

要
よう

があるよ。」 

「大きな災害のときは，公
こう

助
じょ

がとても重
じゅう

要
よう

になっ

てくるんだよね。」 

「共助に加えて，ほかの地いきと助け合う『互
ご

助
じょ

』

の取り組みをもっと広めていきたいね。」 

「自助」，「共助」，

「公助」，「互助」，

それぞれの役
やく

割
わり

を

くらべながら考え

てみよう。 

空らんのところに，調べたことを書きこんでみましょう。 

自助 共助 

公助 互助
ご じ ょ

 

 35 

【あおさんたちがまとめたカード】 



広げる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 ひなん所シミュレーション 

あおさんたちは，これまでの学習をふり返

り，学校や地いきで助け合う「 共
きょう

助
じょ

」につい

て，もっとよく考えてみたくなりました。 

そこで，「ひなん所シミュレーション」をや

ってみることにしました。 

問題カード 

 ひなん所の 職
しょく

員
いん

  

 ひなん所になっている体育館には

300 人がひなんしています。200 人分

のべんとうがとどきました。このお

べんとうをすぐに配りますか。 

 

はい ：配る           

いいえ：配らない         

立場 

 だれの立場になっ

て考えるのか。 

問題 

 置
お

かれているじょ

うきょうと問題。 

選
せん

たくし 

 自分ならどうす

るのかを選
えら

ぶ。 

これは，いろいろな立場になり，自分なりの

考えをたがいに伝
つた

え合うものです。正
せい

解
かい

はあり

ません。なぜそう考えたのか，その理由を伝え

合うことで，いろいろな見方や考え方にふれる

ことが大切です。 

 地
じ

震
しん

が起きて，学校

がひなん所になった場

合，自分はどうするか

考えてみましょう。 

【シミュレーションの進め方】 

１ ３～４人くらいのグル

ープをつくる。 

２ つくえの中央に「問題カ

ード」を置
お

き，当番がゆっ

くり２回読む。 

３ 各
かく

自
じ

，「はい」か「いいえ」

かよく考え，「はい」の場合

は手を「パー」に，「いいえ」

の場合は「グー」にして，

いっせいにあげる。 

４ 一人ずつ「はい」か「い

いえ」にした理由を言って

いく。 

５ その後，友だちの意見を

聞いて，さらに考えたこと

などを発表する。 
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 「はい」を選んだ２人の理由     

「せっかくのおべんとうが，くさってしまったらもったいな

いから。」 

「小さい子どもやお年より，病気の人に，まずは食べものを

あげた方がよいから。」 

 「いいえ」を選んだ２人の理由  

「全員に公平に配るのはむずかしいし，もらえるかもらえな

いかでけんかになりそうだから。」 

「たくわえてある食べものが，どのくらい残
のこ

っているのかた 

しかめてから配った方がいいと思うから。」 

そのほかの問題についても話し合ってみよう 
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立場をかえて考え

てみると，いろいろな

見方や考え方に気づ

くことができるよ。 


